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[目的] 当研究室にて単離された新規 Kopsia アルカロイド Kopsiyunnanine L(1)1)

は、特異な 2,3,4,5-Tetrahydro-1H-benzazepine骨格をもつものの、モノテルペノイド

インドールアルカロイドの範疇に入る。本化合物の連続する 5 つの不斉中心は、

生合成の観点から推定されているが、その絶対立体配置の決定には至っていない。

そこで本化合物の絶対立体配置の決定を目的として不斉全合成研究に着手した。 

[方法]  Ethylacrylate (2) を出発原料とし、Stille couplingにより lactone 3を得た。

その後、3工程を経て TBS体 4へ誘導した。福山らの手法 2)を用いてインドール骨

格を構築し、その後仮想生合成前駆体の Kopsiyunnanine F2を経て、標的化合物を

合成する予定である。 
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